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ＣＯＩ 開示 
  

筆頭発表者名： 日浅陽一 

所属機関名： 愛媛大学大学院消化器・内分泌・代謝内科学 

 

 演題発表に関連し、開示すべきCO I 関係にある 

  企業等はありません。 
 

 



肝炎および肝がんの啓発が足りないのではないか 

日本肝炎デーおよび世界肝炎デーの制定 

↓ 

世界肝炎デーに合わせて何かイベントをしよう 

街頭キャンペーンをしよう ! 
 

• 愛媛県肝がん部会(愛媛県が組織する肝炎治療推
進の会)における患者さん団体、愛媛県の協力 

• 愛媛大学医学部附属病院 看護部がゆるキャラを
作成 

• 感染症対策特別促進事業等国庫負担金の交付 
 

世界肝炎デーに合わせて 

人通りの多い、松山市大街道で街頭キャンペーン 

前後して、愛媛県内で市民公開講座 



名   称 
日本・世界肝炎デー街頭キャンペーン 

 「       肝がん撲滅をめざして!        」 

  作   成   日 

  平成23年10月27日 

開 催 日 
平成２４年7月28日
（土） 14:00 ～ 
16:00    

                

開催場所 松山市大街道入り口               

     WHOは7月28日を世界肝炎デーに指定し、厚生労働省も同日を日本肝炎デーに設定して肝炎に関する集中的な 

企画目的 普及啓発を予定している。愛媛県は肝癌死亡率全国2位と不名誉な成績であり、より積極的な肝炎の普及啓発が 

  必須である。この度、7月28日に松山市において街頭キャンペーンを行い、啓発および情報提供を行う   

 タイム 13:30 現地集合   

スケジュール     

  14:00 街頭キャンペーン開始 大街道入り口（一番町側？・千舟町側？） 

    大街道入り口にて   

     肝炎相談窓口を3ブース設置 ブース設置はスペースの問題があるのではないか 

   パンフレットの配布、説明 商店街と要相談   

    

      

  15:00 休 憩 休憩は不要   

    キャンペーン場所を移動するならこの間に移動 

  15:10 街頭キャンペーン 後半 
夜市との関係等で移動が難しければキャンペーン場所
は１箇所でも 

    大街道入り口にて 大街道入り口（一番町側？・千舟町側？） 

   肝炎相談窓口を3ブース設置   

     パンフレットの配布、説明   

      

      

  16:00 後片付け   

      

  16:30 解散   

      

  事前にやること ＊商店街への説明   

    ＊報道への情報提供   

    ＊ティッシュ・折込チラシ→県予算にて購入・印刷可能   

    ＊パンフレット等の保管（ティッシュ・チラシなど）２０００個だとダンボール約４箱 

    ＊道路占有許可申請→松山東署   

    ＊キャンペーン進行要領作成   

    ＊着ぐるみの着替え場所の確保   

  当日やること ＊配布物搬入   

    ＊準備（のぼり・たすき・着ぐるみの着替え）   

    ＊参加者点呼   

      

      

人 件  費   無    料 ボランティア活動として行う         

    ボランティア保険はどうするか   

参加人数            30 名               

    肝疾患診療相談センター、愛媛大学医学部附属病院看護部、栄養部、愛媛県健康増進課、保健所 

    マスコットキャラクター (愛ちゃん、大ちゃん、みきゃん) たすき     

用意するもの ロゴ入りTシャツ   

  のぼり旗、パンフレット   

    

  連絡先: 肝疾患診療相談センター 日浅陽一、三宅映己   

    電話 089-960-5308 / FAX 089-960-5310   

                    

広報宣伝   ポスター，募集チラシ，愛媛新聞，リビング，県庁記者クラブ   

    愛媛ＣＡＴＶ，ＦＭ愛媛，学内Ｗｅｂ等   

      

主  催   愛媛大学医学部附属病院 肝疾患診療相談センター       

共  催   愛媛県健康増進課             

街頭キャンペーン 

企画書の作成 

三つの構成 
• 大街道で街頭キャン
ペーン 

• 大街道のオーロラビ
ジョン(街頭テレビ)で
世界肝炎デーの宣伝
ビデオを作成して放映 

• 伊予鉄高島屋の観覧
車を世界肝炎デーの
テーマカラー(スカイブ
ルー)にライトアップ 



• のぼりとたすきの作成・・・大学 

• ちらしとポケットティッシュの作成・・・大学と愛媛県 

• 警察への届け出、商店街への説明・・・愛媛県 

• マンパワーの確保 

 愛媛大学 第三内科の医局員 

 愛媛大学医学部附属病院 看護部、栄養部 

 松山赤十字病院 肝胆膵センター、看護部 

 松山市保健所 

 愛媛肝炎の会の方々 

• マスコミへの宣伝・・・愛媛大学、愛媛県 

• Webページでの宣伝・・・肝疾患診療相談センター 

• ゆるキャラの準備・・・ 愛媛県より、みきゃん 

        看護部より、愛ちゃん、大ちゃん 

• ストリートビジョン用の宣伝ビデオの作成・・・大学 

• ライトアップの準備・・・大学 

世界肝炎デーのキャンペーンの準備 



のぼりの作成 



たすきの作成 



ちらしとポケットティッシュの作成 
ちらしは肝疾患診療相談センターで作成 
ポケットティシュは愛媛県と合同で作成して印刷 
愛媛県でティッシュに入れてもらう 



マスコミへの宣伝 

落とし文を作成して 
愛媛県の記者クラブ 
大学の広報に提出 

 

 

 

 

 

平成２４年	 ７月	 	  日	 

愛	 	

 
媛	 	

  
大	 	

  
学	 

	 

日本・世界肝炎デー街頭キャンペーン「肝がん撲滅をめざして！」を開
催	 

	 

つきましては，地域へ広く周知いただきますとともに，取材くださいますようお願い	 

いたします。	 

記	 

日	 	


 

時：平成２４年７月２８日（土）	 

	 	


 

	


 
	


 

	



 

１４：００～１４：５０	 街頭キャンペーン（前半）	 

	 	

 
	



 

	 	

 
１５：１０～１６：００	 街頭キャンペーン（後半）	 

	 	


 

	 	


 

	 １９：００～２２：００	 いよてつ髙島屋「くるりん」をブルーにライトアップ	 

場	 	


 

所：松山市大街道入口（一番町側）	 

内	 	


 

容：パンフレットの配布や説明等	 

	 	


 

	


 
	


 

	

 
数日前から，大街道・銀天街のストリートビジョンで告知ＣＭを放映	 

対	 	 象：一般	 

駐	 車	 場：一般の駐車場をご利用ください。	 

※	 関連のイベントとして，平成２４年７月２９日（日）１３：００〜１６：００に，

愛媛県医師会館ホールにおいて，「肝がん撲滅のための市民公開講座」(別紙２参照)

を開催しますので，周知及び取材をお願いします。	 

	 

本件に関する問い合わせ先	 

担当部署	 肝疾患診療相談センター	



 

担当者名	 日浅	 陽一	 

TEL：０８９－９６０－５３０８	 

Mail：hiasa@m.ehime-u.ac.jp	 

 

愛媛大学医学部附属病院肝疾患診療相談センターは，愛媛県の肝がん死亡率の低下に

向けて，肝炎という病気及びその予防・治療方法等が正しく認識されるよう街頭キャン

ペーンを行います。当日の１９時からは，いよてつ髙島屋の「くるりん」をブルー（肝

炎デーのテーマ色がスカイブルーのため）にライトアップします。	 

詳しくは別紙１をご参照ください。	 

学生中心の大学	



 地域にあって輝く

大学



Webページでの宣伝 

肝疾患診療相談センターのWebページで 
街頭キャンペーンを予告 



ライトアップの準備 

どこをライトアップするのが効果的か 
 

松山城天守閣 
瀬戸内しまなみ海道 

道後温泉 
松山市駅(伊予鉄高島屋)前の道筋 

伊予鉄高島屋の観覧車 

交渉を重ねた結果 

伊予鉄高島屋に 

ライトアップの協力が得られることに 



重要 !  休憩室の準備を 

着替え場所の確保 
参加者の所持品、キャンペーンに必要な物品の保管 

ゆるキャラの熱中症対策 
が必要 

休憩室の確保は必須 

 

できればキャンペーンをする場所の近く 

が望ましい 











街頭キャンペーン 
に前後して 

市民公開講座を実施 













大街道を行進して土曜夜市のステージで検診受診を呼びかけ 







愛媛県の肝疾患臨床研究ネット 

肝疾患診療・研究ネットワーク (EKEN study group) 



愛媛大学医学部附属病院(肝疾患拠点病院) 

肝疾患診療相談センター 
センターの役割 

・肝疾患の患者からの相談に対応 

 ・・・電話相談、面談 

・患者、家族などに対する情報提供 

 ・・・看護部、IC看護師さんの協力 

・肝臓病教室の開催 

 ・・・栄養部と看護部の協力 

・患者サロンの開設 

 ・・・患者さん相互の情報交換 

・地域の肝疾患コーディネーター、保健
師の養成 

 ・・・愛媛県、保健所での講習会 

 ・・・愛媛県健康増進課の協力 

・医療従事者からの肝疾患の相談 

 ・・・重症肝炎、肝移植の対応 
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相談件数の年次推移 

肝臓病教室 



良かった点 
• 肝疾患診療相談センターの問い合わせが増加 
• 愛媛県、松山市との連携の構築 
• 患者団体の方々とも信頼関係ができる 
• 大学の職員間でも同時に啓発できる 
• 看護部、栄養部の職員とも問題を共有できる 
 
苦労した点 
• 初めの取りかかりにエネルギーが必要 
• 報われた感を維持することが課題 

街頭キャンペーンによる 
啓発活動のとりくみ 


